
宝の島を壊すな！戦争するな！
戦争の加害者にも被害者にもならない！

～基地建設が進む馬毛島の今

「どんたちの馬毛島を返してや」馬毛島基地反対住民訴訟原告団長
和田 香穂里（西之表市議会議員）
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2002年 違法開発前、緑に覆われた馬毛島
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2009年頃、違法開発で緑がはぎ取られた馬毛島
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2026年１月 着工３年、基地建設が進む馬毛島
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東京ドーム175個相当の「宝の島」が丸ごと巨大な軍事基地に
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①陸・海・空自の訓練拠点
自衛隊訓練：12種類 年間130日 飛行回数2万3千回
米軍FCLP：深夜～午前3時 年間10～20日 飛行回数5千回
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米軍空母艦載機離着陸訓練（FCLP/NLP）では、昼夜を問わず
ジェット戦闘機が離着陸（タッチアンドゴー）をくりかえす。

厚木で、岩国で、新田原で、「耐え難い騒音」と裁判で認められ、
賠償金が支払われても、飛行差し止めにはならない爆音！
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自衛隊馬毛島基地着工までの経緯

2011年 6月 ・日米安全保障協議委員会（ツープラスツー）共同
文書で馬毛島が米軍FCLPの候補地とされる

2017年 3月 ・八板俊輔氏が「馬毛島軍事施設絶対反対」で
市長初当選

2019年11月 ・防衛省と地権者が１６０億円で馬毛島買収合意
2021年 1月 ・八板市長「国の計画には同意できない」と、

賛成派候補を僅差で破り二期目当選
2021年12月 ・防衛省が種子島１市２町に米軍再編交付金の

支給意向を伝達
2022年 1月 ・ツープラスツーで馬毛島が「整備地」とされる
2022年 2月 ・八板市長が防衛省に「特段の配慮」を要望
2022年 9月 ・馬毛島小中学校跡地・隊舎用地（市有地）の

売却案と馬毛島市道廃止案が可決（11月売却）
・３市町が米軍再編交付金支給対象と指定される

2022年11月 ・塩田康一鹿児島県知事が基地計画容認を表明
2023年 1月 ・市町リコール運動、署名が必要枚数に達せず

・アセス評価書広告と同日に本体工事着工
11月 ・住民監査請求棄却
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着工後の主な動き
2023年12月 ・住民訴訟提訴（11月、住民監査請求棄却）
2024年 6月 ・馬毛島先遣隊発足
2024年 9月 ・工期３年延長を発表―2030年3月完成予定

・2028年には米軍FCLP運用開始予定
2024年12月 ・地中から大量のゴミで市内自衛隊宿舎工事中断
2025年 2月 ・賛否に触れず、八板市長３選、議会は賛成派多数に

・工事契約金額「25年度までに1兆円超」の報道、
随意契約を重ねて天井知らず―４３兆円の枠外

2025年 7月 ・先遣隊、中種子町隊舎に居住開始
2025年 9月 ・先遣隊馬毛島勤務開始

10月 ・先遣隊発足記念行事に三市町首長ら参加
異例中の異例という自衛隊主催の無料招待

10月 ・自衛隊統合演習（実動演習）、最大規模で実施
民間空港、港湾、道路を使用した戦時体制作り

10月 ・作業員最大6040人に
11月 ・宮崎県新田原基地でF35B訓練開始

馬毛島基地工事遅れを理由に強行
2026年 1月 ・着工３年

3月 ・日米共同訓練アイアン・フィストでオスプレイ飛来

12



2023年11月
住民監査請求が門前払い

2023年12月
原告３０名が、

「どんたちの馬毛島を返してや」
馬毛島基地反対住民訴訟提訴

鹿児島地裁で、これまで６回の
口頭弁論期日が開かれ、
７人の原告が意見陳述を
重ねている。
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①馬毛島を失う市民に対しての損害賠償を国及び八板俊輔

（個人）に対して求めるよう、西之表市長に請求する（義務
付け）
②馬毛島の市道廃止は無効であることを確認する
③市道廃止処分を取り消す

※八板俊輔西之表市長の行った馬毛島中学校跡地売却、市有地売却、
市道廃止が違法、不当であり裁量権を逸脱・濫用するものであると
訴えている。



中種子町内の自衛隊宿舎
既に完成し、2026年３月現在、
数十世帯が入居している？
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自衛隊が、地元の
首長、議会、有力
者らを無料招待は
異例中の異例。

「官官接待」の疑
いも。
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今回は九州全域が訓練場となった自衛隊統合演習（実動演習））
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どちらの戦闘機も、
馬毛島での訓練が
計画されている。
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新田原基地上空を飛ぶ
F35Bステルス戦闘機
短距離離陸、垂直着陸が「売
り」だが、この日は垂直着陸は
行われなかった。

同じく新田原の
F15戦闘機
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マゲシカ絶滅の危機、防衛省の調査は不透明
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アイアン・フィスト

米オスプレイが海浜公園に
着陸して、米海兵隊が展開
する訓練が行われた
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種子島にも自衛隊施設＝馬毛島と一体の基地化
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種子島に立ち並ぶコンテナハウスや作業員宿舎
家賃は１０万円～20万円とも言われ
「ホテル」として素泊まり１泊13200円のコンテナハウスも！
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